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京大東アジアセンターニュースレター   第 352 号






○ 読後雑感 ： ２０１１年 第２回 




新疆ウイグル自治区、ウルムチ・阿拉山口・伊寧・カシュガル 7 日間 
大陸横断鉄道中国最西端調査と少数民族との交流の旅のご案内 















3/22（火） 大阪→北京経由→ウルムチ  関西空港から北京経由ウルムチ着 
                      トマリスホテル泊 
3/23（水） ウルムチ          大バザールなど「暴動」の現場見学 
                    自治区主席訪問 食事会 泊 
3/24（木） ウルムチ→夜行列車で    新疆大学訪問 又は新疆財経大学 
      阿拉山口へ         夜行列車で阿拉山口へ、車中泊 
3/25（金） 阿拉山口→伊寧へ      阿拉山口税関調査 バス移動→伊寧へ 
                    伊寧城など見学  泊 
3/26（土） 飛行機でウルムチへ     飛行機伊寧→ウルムチ積水化学見学 
      その後ｶｼｭｶﾞﾙへ          午後：ｶｼｭｶﾞﾙへ  泊 
3/27（日） ｶｼｭｶﾞﾙ 疎附県 ウルムチ  疎附県見学 午後ウルムチへ 晩餐会 泊 
3/28（月） 帰国            帰国の途に 
 
予定しています旅行費用は、200,000 円（概算、2 人一室利用、1 人部屋追加料金 24,000 円）、ホテルは四つ
星クラスです。ご希望の方は 2011 年 2 月 10 日までに下記までご連絡頂ければ幸いです。 












                                                             小島正憲 
 
１．「これから、中国とどう付き合うか」   ２．「アジアの潮流と中国」   ３．「中国がなくても日本経済はまったく心配ない！」         
４．「中国バブル経済はアメリカに勝つ」  ５．「日米同盟ｖｓ．中国・北朝鮮」 
 
１．「これから、中国とどう付き合うか」  宮本雄二著  日本経済新聞出版社  １月５日 




































































２．「アジアの潮流と中国」  田所竹彦著  里文出版  １月５日 


















３．「中国がなくても日本経済はまったく心配ない！」  三橋貴明著  ワック刊  １２月３０日発行 
































４．「中国バブル経済はアメリカに勝つ」  副島隆彦著  ビジネス社刊  １月９日発行 
副題 ： 「アジア人どうし戦わず」 


























５．「日米同盟ｖｓ．中国・北朝鮮」  リチャード・アーミテージ、ジョセフ・ナイ、春原剛著  文藝春秋  １２月２０日 
































                                                                     以上 
************************************************************************************************ 
































































































































































暴動レベル０ ： 抗議行動のみ 破壊なし 
暴動レベル１ ： 破壊活動を含む抗議行動 １００人以下（野次馬を除く） 破壊対象は政府関係のみ 
暴動レベル２ ： 破壊活動を含む抗議行動 １００人以上（野次馬を除く） 破壊対象は政府関係のみ  
暴動レベル３ ： 破壊活動を含む抗議行動 一般商店への略奪暴行を含む   
暴動レベル４ ： 偶発的殺人を伴った破壊活動 
暴動レベル５ ： テロなど計画的殺人および大量破壊活動 
                                                                以上 
************************************************************************************************ 
「定着」の進むインド第 2 のチベット人入植地 
 
京都大学大学院経済学研究科 
















バイラクッペの 2 つの入植地 

















 「キャンプ」数 人口総数 家族数 





1999 年 15 3257 528 
2005 年 16 4469  
2008 年 16 4570 594 
 これで見る限り、1999 年から 2005 年の間に若干の流入があったと思われるが、それ以外は自然増加程度






っていてそう多くはないが、ルグスンサムドゥプルン地区では総人口 14000 人のうちの 55-60%が僧侶とな























































































ロ グ ラ ム の 正 式 な 名 称 は 、【 Cross Culture 











































約 1 年 8 カ月の準備期間を経て、2010 年の夏に PUKU は実行されました。スタッフを含めた計 34 名の















































































2005 年 10.4  12.9 1.8 27.2 1020 28.4 17.6 0.8 ▲0.5 17.6 9.3 
2006 年 11.6  13.7 1.5 24.3 1775 27.2 19.9 ▲5.7 4.5 15.7 15.7 
2007 年 13.0 18.5 16.8 4.8 25.8 2618 25.7 20.8 ▲8.7 18.7 16.7 16.1 
2008 年 9.0 12.9 21.6 5.9 26.1 2955 17.2 18.5 ▲27.4 23.6 17.8 15.9 
2009 年 9.1 11.0 15.5 1.9 31.0 1961 ▲15.9 ▲11.3 ▲14.9 ▲16.9 27.6 31.7 
2008 年              
12 月 9.0 5.7 19.0 1.2 22.3 390 ▲2.8 ▲21.3 ▲25.8 ▲5.7 17.8 15.9 
2009 年             
1 月    1.0  391 ▲17.5 ▲43.1 ▲48.7 ▲32.7 18.7 18.6 
2 月  （3.8） (15.2) ▲1.6 (26.5) 48 ▲25.7 ▲24.1 ▲13.0 ▲15.8 20.5 24.2 
3 月 6.1 8.3 14.7 ▲1.2 30.3 186 ▲17.1 ▲25.1 ▲30.4 ▲9.5 25.5 29.8 
4 月  7.3 14.8 ▲1.5 30.5 131 ▲22.6 ▲23.0 ▲33.6 ▲20.0 25.9 27.1 
5 月  8.9 15.2 ▲1.4 (32.9) 134 ▲22.4 ▲25.2 ▲32.0 ▲17.8 25.7 28.0 
6 月 7.9 10.7 15.0 ▲1.7 35.3 83 ▲21.4 ▲13.2 ▲3.8 ▲6.8 28.5 31.9 
7 月  10.8 15.2 ▲1.8 (32.9) 106 ▲23.0 ▲14.9 ▲21.4 ▲35.7 28.4 38.6 
8 月  12.3 15.4 ▲1.2 (33.0) 157 ▲23.4 ▲17.0 ▲2.05 7.0 28.5 31.6 
9 月 8.9 13.9 15.5 ▲0.8 (33.4) 129 ▲15.2 ▲3.5 10.6 18.9 29.3 31.7 
10 月  16.1 16.2 ▲0.5 (33.1) 240 ▲13.8 ▲6.4 ▲6.2 5.7 29.5 31.7 
11 月  19.2 15.8 0.6 (32.1) 191 ▲1.2 26.7 10.0 32.0 29.6 34.8 
12 月 10.7 18.5 17.5 1.9 (30.5) 184 17.7 55.9 9.7 -44.6 27.6 31.7 
2010 年             
1 月    1.5  142 21.0 85.6 24.7 7.8 26.0 29.3 
2 月  (20.7) (17.9) 2.6 (26.6) 76 45.7 44.7 2.5 1.1 25.5 27.2 
3 月 11.9 18.1 18.0 2.4 26.3 ▲72 24.2 66.4 28.1 12.1 22.5 21.8 
4 月  17.8 18.5 2.8 25.4 17 30.4 50.1 21.3 24.7 21.5 22.0 
5 月  16.5 18.7 3.1 25.4 195 48.4 48.9 29.3 27.5 21.0 21.5 
6 月 10.3 13.7 18.3 2.9 24.9 200 43.9 34.6 8.3 39.6 18.5 18.2 
7 月  13.4 17.9 3.3 22.3 287 38.0 23.2 12.8 29.2 17.6 18.4 
8 月  13.9 18.4 3.5 23.9 200 34.3 35.5 21.2 1.4 19.2 18.6 
9 月 9.6 13.3 18.8 3.6 23.2 169 25.1 24.4 12.2 6.1 19.0 18.5 
10 月  13.1 18.6 4.4 23.7 271 22.8 25.4 8.7 7.9 19.3 19.3 
11 月  13.3 18.7 5.1 29.1 229 34.9 37.9 28.1 38.2 19.5 19.8 
12 月 9.8 13.5 19.1 4.6 20.4 131 17.9 25.6 9.2 -13.3 19.7 19.9 
 






されたい。また、(  )内の数字は 1月から当該月までの合計の前年同期に対する増加率を示している。 
  3. ③「消費財小売総額」は中国における「社会消費財小売総額」、④「消費者物価指数」は「住民消費価格指数」に対応
している。⑤「都市固定資産投資」は全国総投資額の 86%（2007 年）を占めている。⑥―⑧はいずれもモノの貿易であ
る。⑨と⑩は実施ベースである。 
出所：①―⑤は国家統計局統計、⑥⑦⑧は海関統計、⑨⑩は商務部統計、⑪⑫は中国人民銀行統計による。 
